
 

  
 

  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

カリキュラム
マネジメントの
視点に基づいた
系統性のある教
育課程を編成
し、指導の充実
を図る。 

①学習指導要領の
三つの柱を意識し
て教科の目標や学
習内容を組み立
て、授業改善に取
り組む。 
 
 
 
②小中学部・高等
部での道徳教育の
実践を行い、位置
づけや活動内容と
評価の系統性等を
整理する。 

①-ア 三つの柱に基づ
いて、年間指導計画に
目標を設定する。また
授業略案にも三つの柱
に基づく目標を設定す
るよう、書式の改善を
図る。 
①-イ 年次研研究授業
を題材とした授業改善
に学年を核として取り
組み、学部全体で共有
する仕組みを作る。 
 
② 年間指導計画の中
に道徳教育として扱う
内容を明確に位置付
け、教科等以外の指導
場面でも意識的に取り
組む。また指導略案を
共有するなど系統性に
ついて考えることがで
きるようにする。 

①-ア すべての年間指導
計画に三つの柱に基づい
た目標設定ができたか。
授業略案を改善し、三つ
の柱に基づく目標を設定
できたか。 
 
①-イ 授業改善に焦点を
絞った授業研究を実施で
きたか、また、それらを
学部で共有できたか。 
 
 
② 道徳としての位置づ
けを意識した授業実践が
行えたか。また道徳教育
の指導略案を共有するこ
とができたか。系統性の
ある指導内容を立てるこ
とができたか。 
 

     

２ 
児童・生
徒指導・
支援 

児童・生徒一
人ひとりが、自
分やお互いを尊
重し、高めあう
力を育むための
支援・指導を組
織的に行う。 

児童・生徒一人ひ
とりが「自己肯定
感」を育み、互い
の人権を尊重しあ
えるようなコミュ
ニケーション指導
の充実を図る。 

ア 人との関わり方や
心と体の学習、社会生
活におけるマナー学習
などについて体験的に
学習を積み重ねる授業
づくりをする 
 
イ 教育相談担当と担
任との日常的な相談や
情報共有をより充実さ
せるために、相談の手
続きや記録の情報共有
の仕方を工夫する。 
 

ア体験的な学習を設定で
きたか。互いを尊重しあ
えるコミュニケーション
の力を身に着けさせる指
導に取り組めたか。 
 
 
イ 相談機能を向上さ
せ、児童・生徒のコミュ
ニケーション指導や支援
の充実につなげることが
できたか。 
 
 

     

３ 
進 路 指
導・支援 

児童・生徒一
人ひとりが、卒
業後に地域社会
の一員として自
分らしく参加で
きるよう、主体
的な活動を促す
支援・指導を行
う。 

①児童・生徒のニ
ーズや適性を把握
するためのツール
を整備する。 
 
 
 
②地域資源の活用
と開発を意識した
計画と実践を行
う。 

① 児童・生徒の実態
やニーズに合わせたア
セスメントを行い、結
果の分析や指導への活
かし方を検討する。 
 
②-ア コミュニティ・
スクールにおける地域
との連携や職業の授業
や外部講師による授
業、交流などの場面で
積極的に社会と関わる
取り組みを行う。 
②-イ 相模原地区進路
支援連携協議会の幹事
校として、近隣の特別
支援学校とのより効果
的な情報交換や協働に
ついて工夫する。 
 

① アセスメントの結果
を日常の指導に活かすた
めの検討を行うことがで
きたか。 
 
 
②-ア 生徒の社会への積
極的主体的な関わりにつ
ながる授業が行えたか。 
 
 
 
 
②-イ 近隣の特別支援学
校と地域の情報を共有
し、連携することができ
たか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等と
の協働 

共生社会の実
現に向け、地域
のセンター的機
能の充実を図る
とともに、地域
等と連携協働し
た活動の充実を
図る。 

①コミュニティ・
スクールの取り組
みを円滑にスター
トさせ、地域・関
係機関などとの連
携・協働の基盤を
作る。 
 
 
 
 
 
②地域との交流や
共同学習等を通し
て、相互理解を推
進する。 
 

①-ア コミュニティ・
スクールの視点で、公
民館等との連携を進め
る。各学部・グループ
の具体的な取り組み、
計画や活動内容の共有
に努める。 
 
①-イ 校内外にコミュ
ニティ・スクールにつ
いての情報発信を行う
ことで、地域の理解促
進や教職員の意識向上
を図る。 
 
②-ア 近隣の学校との
交流・共同学習を通し
て、人との関わりの中
でお互いを理解し、そ
れぞれが主体的に取り
組める実践を行う 
 
②-イ 地域センター推
進協議会ブロック代表
校として、近隣の特別
支援学校とのよりよい
協働や情報共有を行
う。 

①-ア コミュニティ・ス
クールの取り組みとして
公民館等との連携を進
め、各学部・グループの
活動を共有することがで
きたか。 
 
 
①-イ 情報発信を行い、
コミュニティ・スクール
への理解を促進し、協働
の基盤を作ることができ
たか。 
 
 
②-ア 共に学びあえるよ
うな実践を行い、生徒に
社会や地域と関わりなが
ら生きることへの意識を
持たせることができた
か。 
 
②-イ 近隣の特別支援学
校と協働し、地域のセン
ター的機能を充実させる
ことで、相互理解を促進
することができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

同僚性と専門性
の高い人材を育
成しつつ、安心
安全で、機能性
柔軟性のある学
校組織づくりを
行う。 
 

①地域との連携や
地域資源の活用を
意識した、教育環
境の整備を推進す
る。 
 
 
 
 
②「見える化」の
促進や同僚性の意
識化を図り、風通
しのよい職場づく
りを推進し、事故
不祥事防止に努め
る。 

①-ア 児童・生徒が安
心安全な学校生活を送
れるようにする視点に
おいて、掲示物の整備
等校内環境を整える。 
 
①-イ 地域と連携し、
地域の方々と共に防災
訓練を行う事や地域の
設備を活用した取り組
みを進める。 
 
 
②-ア 会計マニュアル
等各種マニュアルに準
じた手続き及び処理を
実践し、必要に応じて
改善を図る。また事故
防止の視点を持って、
一人ひとりが取り組む
ことができるように。
同僚性を発揮できる仕
組みを作る。 
②-イ ポータルサイト
の活用を進め、教職員
一人ひとりが情報共有
を的確にできるような
システムづくりに取り
組む。 

①-ア 児童・生徒が安心
安全な学校生活を送るこ
とを視点として掲示物の
整備等校内環境を整える
ことができたか。 
 
①-イ 地域の方々と共に
防災訓練等の取り組みを
協働で進めることができ
たか。また地域の資源を
活用した取り組みを進め
ることができたか。 
 
②-ア 事故防止に対し
て、常に当事者意識をも
って未然防止に努め、事
故・不祥事ゼロを実現で
きたか。 
 
 
 
 
 
②-イ ポータルサイトを
活用することができた
か。 

     

 


